
SEEC2022 活動の記録

画像出典：SEEC2022のサイトより



SEEC2022 概要
開催日時： 2022年2月3日（木）03:00 ～ 2月6日（日）09:00
発表日時： 第1回 2月4日（金）、第2回 2月6日（日）、時間はいずれも04:45～06:15

※日時は全て日本標準時
開催場所： スペースセンター ヒューストン（アメリカ合衆国テキサス州ヒューストン）

※ハイブリッド開催（スペースセンター ヒューストン バーチャル）
発表者と
タイトル： 岡山県立倉敷鷲羽高等学校 山村 寿彦 教諭

“The World of Illusion”

東京学芸大学附属竹早小学校 窪田 美紀 教諭
“Cloud Chambers made simple

～How to make your own chamber 
and observe Cosmic Rays and Natural Radiation～”

※発表順
発表形式： 第1回 ハイブリッド リアルタイム配信（日本からリアルタイム配信+現地のブースにて投影）

第2回 オンライン リアルタイム配信



SEEC2022 発表まで

第1回調整会

日本語資料

資料の英訳

第2回調整会

発表資料

応募時の資料をもとに、この日に向けてブラッシュアップ。
日本語でプレゼンし、選考委員から改善へ向けたコメントをもらいます。

選考委員からのコメントを反映したスライド資料の作成、
教材の準備リスト、ハンドアウトなどの補足資料を作成します。

全ての資料を英訳します。

英訳された資料をもとに本番を想定して英語でプレゼンを行い、
選考委員からコメントをもらいます。
今年度はこの後に対面参加からオンライン参加に決まりました。

本番へ向けてコメントを反映させたり、発表形式を考慮した内容
に修正したり等を重ね、発表資料を完成させます。



SEEC2022 JAXA session operation

JAXA相模原キャンパスから：
発表者、JAXAスタッフ

各自宅から：
発表者、JAXAスタッフ

スペースセンターヒューストン：
参加者、配信オペレータ
（点線内は2/4のみ）

各自宅から：視聴する参加者
資料は事前に

クラウドにアップロード



SEEC2022 JAXA session ①
発表が始まりました。
まずはJAXA宇宙教育センターの宇宙教育について説明し、
その後に、山村先生と窪田先生の発表が続きます。

発表概要：

山村 寿彦 先生
目で見たものを脳内で処理する際に生じる錯覚について、
錯覚の起こるしくみや国際宇宙ステーションでの使われ方を
説明した後に、錯覚を利用した面白い工作を行います。

窪田 美紀 先生
私たちの身の回りに飛び交っている自然放射線・宇宙線につ
いて説明後、身近な材料を使ってドライアイスを使わずに作
れる霧箱（放射線の飛跡を観測する装置）を作ります。

左の画像の隣にチャットボックスがあり、
質問やコメントなどがどんどん書き込まれていきます。

JAXA宇宙教育センター 紹介

2/4 スペースセンターヒューストン 会場の様子



SEEC2022 JAXA session ②

山村先生 The World of Illusion
窪田先生 Cloud Chamber made simple
～ How to make your own chamber and observe 
Cosmic Rays and Natural Radiation ～



SEEC2022 JAXA session ③

問いかけに対する回答や
質問は全てチャットにて

受け付けました。

JAXAスタッフから
資料や動画のURLを
お知らせしました。

和やかで
楽しい雰囲気

チャット欄の一部



SEEC2022 other sessions

画像出典：SEEC2022のサイトより 画像出典：Space Center Houston Twitterより

基調講演、世界中の先生方の発表はもちろんのこと、宇宙関連施設のツアー・
バーチャルツアー、バンケット、民間宇宙企業のエンジニアによる講演会など、
オンライン参加者にも楽しめるプログラムが盛りだくさんです。バーチャルに関
しては動画がアーカイブに残されるので、他のセッションと重なってリアルタイ
ム参加は諦めても後から視聴できるのがうれしいです。

参加者は興味のあるセッションを選んで参加・視聴ができます。
また随所に参加者同士がつながりを得やすい工夫がされています。



SEEC2022 other sessions

かつてのSEEC発表者、小島先生と藤田先生は今年も個人でオンライン発表なさいました。

小島 章子 先生
Let’s Do Fold Dying!: 
Surface Tension and Capillary Action

藤田 学 先生
Let’s Think of Safe Ways to Land on the 
Planet: Flying Seeds! 



After SEEC2022

JAXAセッションへの感想

画像はすべて：
Space Center  Houstonのプライベートグループ Space Exploration Educators Conference（SEEC) より

Team Japanから世界中のSEEC参加者へ

SEEC終了後も参加者同士の交流は
続きます。
スペースセンター ヒューストンの
Facebookプライベートグループ
（参加にはSEEC事務局の許可が必
要）があり、開催前はいろいろな連
絡事項が掲載されますが、参加後に
なると実践した内容を報告したり興
味のありそうな話題を投稿してくれ
たり等が盛んに行われます。

世界中の先生方から刺激を受け、オンラインではあっても様々な形で
交流できることもSEECの醍醐味の一つと言えるでしょう。
ご自身の担当する生徒の皆様や地域のお子様方へ学んだことが還元さ
れる、先生方ご自身が成長していく姿を生徒の皆様に示すことができ
るのは、大きな教育的効果をもたらすと我々は考えています。



After SEEC2022

SEEC派遣プログラム発表資料一覧：
https://edu.jaxa.jp/activities/SEEC/material/index.html

今年度のSEECは当初は対面で参加予定でしたが、新型コロナウイルスの感染拡大状況によりオンラインでの参加となりました。
山村先生・窪田先生には迅速に細やかにご対応いただいたと同時に、体験談を話していただいたりプライベートの時間でリハー
サルをしてくださったりと、SEEC経験者の先生方の手厚いサポートが印象的でした。先生方には、今回の体験から得たものや
ネットワークを存分にご活用いただき、今後の教育活動に活かしつなげていただくことを心より期待しています。
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